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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2016-77485(P2016-77485A)
【公開日】平成28年5月16日(2016.5.16)
【年通号数】公開・登録公報2016-029
【出願番号】特願2014-211175(P2014-211175)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月16日(2017.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球を誘導する球誘導部に設けられた所定の流下部と、
　前記流下部の真下とずれた位置に配置され、前記遊技球を所定の入賞部へ誘導する入賞
誘導部と、
　前記流下部から流下する前記遊技球を受け止める球受部を有し、接続状態では、前記流
下部の下側であって前記入賞誘導部に遊技球が進行可能な状態に前記球受部を位置させ、
非接続状態では、前記遊技球を排出する排出誘導部へ繋がる中継空間を、前記流下部の下
側に形成する可動部材と、
　該可動部材を駆動する駆動部と、
　前記接続状態のときの前記球受部の下側であって、鉛直方向において少なくとも一部が
前記流下部と重なるように設けられ、遊技球を上方側へ跳ね返らせることが可能な反射部
とを有することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記遊技機は、パチンコ遊技機であることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　かかる課題を解決するため、請求項１記載の発明は、
　遊技球を誘導する球誘導部に設けられた所定の流下部と、
　前記流下部の真下とずれた位置に配置され、前記遊技球を所定の入賞部へ誘導する入賞
誘導部と、
　前記流下部から流下する前記遊技球を受け止める球受部を有し、接続状態では、前記流
下部の下側であって前記入賞誘導部に遊技球が進行可能な状態に前記球受部を位置させ、
非接続状態では、前記遊技球を排出する排出誘導部へ繋がる中継空間を、前記流下部の下
側に形成する可動部材と、
　該可動部材を駆動する駆動部と、
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　前記接続状態のときの前記球受部の下側であって、鉛直方向において少なくとも一部が
前記流下部と重なるように設けられ、遊技球を上方側へ跳ね返らせることが可能な反射部
とを有することを特徴とする。
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